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ロボット 

（人、パソコンなどのエリア識別） 

図１ ＡＩ領域検出の結果 

（地上でのスマートホンとの５G 通信速度） 

図２ ５Ｇ通信速度マップ 



 

 

ハイテクプラザがこれまでに取り組んで

きたロボットビジョン技術を災害現場で活

用することを想定し、これを搭載したドロ

ーンの試作と福島ロボットテストフィール

ド（RTF）での実証実験、講習会等による

企業技術者の育成に取り組みます。 

 

 

三次元構造復元、ＡＩ、５Ｇ通信の要素

技術と市販ドローンを組み合わせた簡易型

災害対応ドローンの実演機を試作します。

実証実験では、福島ロボットテストフィー

ルドのインフラ点検・災害対応エリアにお

いて実演機を飛行させ、市街地建造物の三

次元データ化や、土砂・道路・家屋など自

然・人工物のＡＩ判定を行います。さら

に、５Ｇ通信を活用したネットワークを構

築し、映像伝送やデータ通信の実験も行い

ます。また、３つの要素技術を習得できる

企業技術者向けのハンズオン講習会を開催

します。 

 

 

令和３年度はＡＩ領域検出が可能な小型

装置の開発と、市街地フィールドにおける

５G 通信速度マップの作成などを行いまし

た。（図１、図２）令和４年度はドローン

実演機を試作する予定です。 

解決すべき課題 

研究内容 結果・まとめ 

詳細な試験研究報告書はこちら！ ハイテクプラザ 試験研究報告書

・「ロボットビジョン技術を搭載したドローン実演機の 
試作とＲＴＦでのフィールド実証（第１報）」 

お問い合わせ窓口 TEL：024-959-1741（代表：産学連携科） 


